　　　　　　　　　図書委員の仕事と心構え
○図書館の役割
	 　・学習に必要な資料をみんなに提供する。

 　・みんなが読みたい本を提供する。

 　・自由な研究や生活に役立つ資料を提供する。

 　・資料を使っての学習・研究・および読書のための場所を提供する。


○図書委員の役割
	 　　・ 図書館とクラス・生徒とのパイプ役
   ・図書館にどのような本があるかを調べ、みんなに紹介する。

   ・みんなが使いやすいように図書館を整備する。

 　・本の貸出をする。

	


	 　　　　　　　図書委員の心がまえ５か条
 　・読書や図書館の仕事が好きになるように努力しよう。

 　・学習や読書の案内役として、資料を読んだり、見たりしてよく知っておくように

 　　心がけよう。

 　・人にはサービスする心と態度をもとう。やさしさと親切さをもって応対しよう。

 　・委員会のメンバーとして協力しよう。上級生や下級生とも親しくできる方法を

 　　工夫しよう。

 　・自分からすすんで仕事をしようとつとめ、責任感をもち、きちんと確実にやり

 　　おえるようにしよう。




○図書委員会の活動日程
　○開館日：
　月～金曜日の　・昼休みの１５分間（昼食を図書室でとり開館の準備）

　　　　　　　　　　　　　　　・放課後の１時間～１時間３０分

　　　　　　　　火・水・木・金の朝20分間（８：00～）

　○運営スタッフ会議 ： 活動内容の検討と定例委員会の内容の検討

　　　　（必要に応じて）　　　　　　　　　　　

　○定例委員会：毎月１回 
 月の活動予定の確認、活動内容の検討、図書整理
○図書委員の仕事
　①全員がやる仕事

ア．本棚の本の整理と点検（図書リストに基づいてチエックする）
イ．蔵書点検（図書室にある本全体の一斉点検）：特別に日を決めて実施

ウ．図書だよりの配付と掲示（毎月一回点検後に発行）

エ．図書室開館ポスターなどポスターの掲示（教室に掲示する）

オ．新着図書の紹介（図書だよりに含む）など

	 ②図書委員の有志がチームを組んで行う仕事

 　　ア．図書室の開館日の当番（貸出・返却・棚整理などの仕事）

　　　・昼当番（月～金曜日、図書室で昼食をとって準備する）・・・１５人ほど

 　　　　・放課後当番（月～金曜日）・・・１０人ほど

 　　　　・朝の開館係（火・水・木・金の朝の開館の仕事をする）・３人ほど

 　　イ．広報係（ポスターの制作または図書だよりの作成）・・・４人ほど

 ③図書委員会運営スタッフ

 　　（図書館の運営や図書委員会の運営をする）・・・希望者全員




　④図書委員の有志や図書委員以外のボランティアを募集して行う仕事

　　　ア．本の紹介チーム（「おすすめＢＯＯＫ」の原稿制作）

　　　イ．ポスター制作チーム（「おすすＢＯＯＫ」のポスターなどの制作）

　⑤図書委員会の役員

　　　○委員長（１名）：委員会の代表・生徒総会などで報告

○副委員長（２名）：
委員長を助ける

○議長（１名）： 運営スタッフ会の司会

○書記（１名）：
 運営スタッフ会の記録をとる

　　　　　　　　※以上は運営スタッフの中から選ぶ
○係長（開館当番や係の長）：係の代表・係の仕事の計画や分担の指揮

　　　　　　　　※係の中から

